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会  議  録  
 

会 議 の 名 称 中央小・星宮小再編成準備委員会  第３回学校運営部会  

開 催 日 時 
令和２年１月８日（水）  

   開会：午後６時３０分・閉会：午後７時５０分  

開 催 場 所 産業文化会館第２会議室  

出席者（委員） 
氏 名 

柿沼耕一部会長、森  安正、本城  純、櫛引浩士、武田好美  

芙蓉良明、宮浦  将、馬場充子、三田昌子、番場由季子  

欠席者（委員） 
氏 名 

梶野美穂子、舞原智治  

事 務 局 白井主幹、嶋田、久積  

会 議 内 容 

協議  

（１）校名の募集要項について  

 （２）校名応募用紙について（一般用）  

 （３）校名応募用紙について（児童用）  

（４）校章について  

 （５）校歌について  

会 議 資 料 

・校名募集要項（案）  

・校名応募用紙（案）一般・児童用  

・校章デザイン募集要項（案）  

・校章デザインチラシ（案）  

・【参考資料】他の自治体の学校再編による校歌決定のプロセス等について  

そ の 他 必 要 
事 項 

傍聴人  １名  
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 発  言  者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

事務局  

 

部会長  

 

 

 

事務局  

 

部会長  

 

 

Ａ委員  

 

 

Ｂ委員  

 

 

主幹  

 

 

 

Ｃ委員  

 

 

 

 

事務局  

 

開会  

 

 あいさつ  

 

 議事（１）校名の募集要項について  

 

 （資料説明）  

 

 応募方法の①「応募用紙に必要事項を記入の上、」で改行する

必要はあるか。  

 

 応募方法の②について、応募用紙を使用しないで、応募できる

のはＥメールのみか。  

 

 応募用紙を使用した応募とＥメールでの応募の２通りを想定し

ていたものなのか。  

 

 そのとおりだが、応募用紙でなくても、必要事項が記載されて

いれば有効と取り扱うべきである。Ｅメールの記載は考えなくて

はならない。  

 

 必要事項が記載されていれば、有効と取り扱うべきである。た

だ記載はこのままで良いと思う。  

 

（２）校名応募用紙について（一般用）  

 

 （資料説明）  

 



 

3 

 

Ｄ委員  

 

事務局  

 

 

 

Ｅ委員  

 

事務局  

 

事務局  

 

 

部会長  

 

Ｆ委員  

 

事務局  

 

 

Ｂ委員  

 

主幹  

 

 

Ｃ委員  

 

 

Ｇ委員  

 理由にもアスタリスクが必要ではないか。  

 

 前回の会議において、理由がなかったとしても、良い学校名は

１案とすることとし、部会で協議することとしたことを反映させ

たものである。  

 

 １応募１案としたほうが良い。  

 

 そのことは応募用紙に記載する。  

 

 見沼中学校区の部会において、自治会配布をしてほしいとの意

見があったが、こちらも自治会配布を行うか。  

 

 大変ではないか。  

 

 ２つの学校に分かれる自治会には配布するのか。  

 

 自治会の中で分けるのは難しいので、三谷郷のように２つの学

校へ行く自治会は全員へ送る。  

 

 見沼中学校区が配布を行うのはどのような主旨か。  

 

 より多くの地域の意見を聞くためではないかと考える。  

見沼中学校区と合わせる必要はない。  

 

地域に関心を持ってもらうことも含め、足並みをそろえた方が

良い。  

 

 配布することにより、将来、入学する児童の保護者等にも知ら
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部会長  

 

 

 

事務局  

 

部会長  

 

主幹  

 

Ｂ委員  

 

主幹  

 

Ｄ委員  

 

部会長  

 

事務局  

 

事務局  

 

 

 

 

Ｂ委員  

 

せる機会となる。  

  

配布をお願いする。  

 

（３）校名応募用紙について（児童用）  

 

 （資料説明）  

 

一般と同様、こちらも１人１案と記載するべきか。  

 

新しい学校を１つなどと記載する。  

 

応募用紙は１人１枚なのか。  

 

何枚でも構わない。配布する枚数も考えたい。  

 

全員に配布する他、応募箱の近くに何枚か配置しておけばよい。 

 

「みなさん」「みんな」を統一したほうが良いか。  

 

みなさんと統一する。  

 

応募用紙は募集期間の関係で校正したものを部会長に確認いた

だき、配布することとしてよいか。  

 

（了承）  

 

自治会配布はいつか。  
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事務局  

 

Ｅ委員  

 

 

Ｄ委員  

 

Ｅ委員  

 

 

Ｄ委員  

 

 

部会長  

 

 

 

事務局  

 

部会長  

 

 

事務局  

 

Ｃ委員  

 

 

 

 

１月末を予定している。  

 

子どもにただ配るだけだと子どもが目にすることなく、保護者

宛ての他のプリントと同じにならないか。  

 

学校で、おうちの人と一緒に考えてなどと話して配る。  

 

子どももぜひ巻き込んでほしい。それには期限等の設定も必要

ではないか。  

 

学校への提出期限を一週間前に設定するなど連絡帳を用いて保

護者にお知らせしたい。  

 

本日の意見を参考に学校間で配布方法を調整する。  

 

（４）校章について  

 

（資料説明）  

 

応募用紙に「ＦＡＸでの提出はご遠慮ください」という記載は

必要ないか。  

 

記載する。  

 

留意事項に「作品の著作権等について、第三者から異議申立て

があった場合、費用負担なども含めて応募者が対処することとし

ます。また、採用後でも作品の類似、盗作または募集要項違反が

認められた場合、採用を取り消すこともあり、違反作品による損

害についても応募者が対処するものとします。」と厳しい。盗作
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主幹  

 

 

 

事務局  

 

 

Ｂ委員  

 

事務局  

 

 

Ａ委員  

 

 

事務局  

 

部会長  

 

 

 

Ｄ委員  

 

 

主幹  

 

はそのとおりであるが、たまたま描いたものが結果、そうなった

場合もこのとおりとなるのか。  

 

商標等の関係上、これを記載する必要がある。ただ、たまたま

描いたものの責任問題が問われることのないよう事前の確認作業

の必要性は感じる。  

 

前回の会議で確認をいただいたが、募集期間４カ月が長いと事

務局内で議論になったため、協議をお願いしたい。  

 

いつ頃から募集なのか。  

 

校名案が４月頃決定する予定であり、６月市報で周知すること

を計画している。  

 

時間があれば４カ月と長めに設定し、良いデザインを期待した

い。  

 

校名が決まった段階で、改めて確認させていただく。  

 

校名案が決定した段階で改めて協議することで良いか。  

 

（了承）  

 

 小学生は校章デザインをするのではなく、投票するということ

で良いか。  

 

 学校へ応募用紙を設置し、興味がある子どもに応募いただくも

のである。  
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Ｄ委員  

 

主幹  

 

 

Ｈ委員  

 

 

主幹  

 

 

 

Ｃ委員  

 

主幹  

 

Ｈ委員  

 

主幹  

 

 

 

 

 

部会長  

 

 

Ａ委員  

 

 応募がない可能性はないか。  

 

他市を見ると、多くはないが、美術が好きな人など、それなり

の応募はあると考えている。  

 

例えば５点の応募しかなかった場合、必ず、その中から決定す

るのか。  

 

応募数が少なく、選べない状況の場合は、そのとき検討いただ

くことになる。例えば、高校の美術コースの生徒などに依頼する

ことも考えたい。  

 

最初から高校や中学校へ公募について依頼できないのか。  

 

採用されるかわからない状況で依頼しづらい。  

 

それらを前提に４カ月で間に合うのか。  

 

校名案が決定した時点でそのことは確認していきたい。  

 

（５）校歌について  

 

 （資料説明）  

 

 校歌は新しく作成するか、また中央小や星宮小のメロディを使

用し、詩を変えるか。  

 

 校名も新しくなるため、新しい校歌を検討したい。  
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部会長  

 

 

 

部会長  

 

Ｃ委員  

 

 

 

主幹  

 

 

Ａ委員  

 

主幹  

 

 

Ａ委員  

 

 

 

部会長  

 

 

主幹  

 

部会長  

 

 新しい校歌を作成することでよいか。  

 

 （了承）  

 

新しい校歌とする。誰にお願いするか。  

 

プロに頼むとあるがあてはあるのか。私はイメージがわかない。

校歌なので地元にゆかりがある方が良い。例えば音楽の教員で退

職されている方はどうか。  

 

市内の校歌については、地元にゆかりのある方、また音楽家の

方などいろいろである。  

 

概算で１００万円とあるが、予算は大丈夫か。  

 

今の段階では概算を調べ、提示しているだけで、何とも言えな

いが、方向が決まったら予算要求を行っていく。  

 

中央小の先生だった中島先生は、国体の歌も作っている。この

ような先生はある程度の数いる。また、観光大使のＮＯＥさんは

中央小出身である。  

 

校歌の制作方法、作詞、作曲のパターンについてはＡ～Ｆのう

ち、どのパターンとするか。  

 

まだ校名等もきまっていないため、本日決定しなくても良い。  

 

校歌の作成について、次回までに情報収集をお願いしたい。  
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事務局  ３  次回の会議の日程について  

  日時：令和２年３月１１日（水）午後６時３０分  

  会場：行田市産業文化会館２Ａ会議室  

 

４  閉会  

 


